
｢

頑
張
る
ぞ
岐
阜
農
林
！｣

を
合
言

葉
に
、
岐
阜
農
林
の
プ
ラ
イ
ド｢

岐
農

愛｣

を
持
っ
て
教
職
員
・
生
徒
と
も
に

頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
十
月
、
本
校
創
立
記
念
行
事
で

同
窓
会
か
ら
新
校
旗
を
寄
贈
し
て
い
た

だ
き
、
同
窓
生
の
川
島
和
男
弁
護
士
に

講
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
講
演
で
は
、

不
撓
不
屈
の
精
神
で
司
法
試
験
を
突
破

し
て
弁
護
士
に
な
ら
れ
た
努
力
の
軌
跡

を
拝
聴
し
、
志
を
高
く
持
っ
て
挑
戦
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

新
校
旗
は
、
鮮
や
か
な
紫
紺
の
絹
布

に
校
章
と
校
名
を
金
糸
で
刺
繍
し
た
誠

に
立
派
な
も
の
で
す
。
旧
校
旗
は
昭
和

三
二
年
に
制
作
さ
れ
、
五
四
年
が
経
過

し
て
か
な
り
傷
ん
で
お
り
ま
し
た
。
本

校
の
校
章
は
、
明
治
三
三
年
創
立
時
の

｢

農
字
章｣

か
ら
明
治
四
一
年
に

｢

日

星
章｣

に
改
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
戊ぼ

申し
ん

詔
書
の｢

炳
ト
シ
テ
日
星
ノ
如
シ｣
か

ら
引
用
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。
昭
和
二

三
年
の
学
制
改
革
に
よ
り
新
制
の
岐
阜

農
林
高
校
と
し
て
再
出
発
し
、
そ
の
後

毎
年
の
よ
う
に
校
名
が
変
わ
り
ま
し
た

が
、
昭
和
二
七
年
に
元
の
岐
阜
農
林
高

校
に
落
ち
着
き
、
昭
和
三
一
年
に
現
在

の
校
章｢

新
日
星
章｣

に
な
り
、
そ
の

翌
年
に
旧
校
旗
が
制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
校
の
校
章
は
、
燦
々
と
輝
く
太
陽
、

夜
空
に
き
ら
め
く
星
、
い
ず
れ
も
希
望

の
象
徴
で
す
。
校
章
の
よ
う
に
生
徒
が

輝
く
学
校
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

本
校
は
農
高
日
本
一
を
自
負
し
て
い

ま
す
。
昨
年
度
も
全
国
か
ら
十
五
校
が

本
校
の
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。
ど
の
学

校
も
本
校
の
進
学
指
導
、
農
業
ク
ラ
ブ

活
動
、
特
色
あ
る
学
科
教
育
な
ど
を
学

び
た
い
と
い
う
目
的
で
す
。
本
校
は
昨

年
度
め
ざ
ま
し
い
成
果
を
上
げ
ま
し
た
。

生
徒
個
人
で
は
、
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大

会
二
部
門
で
最
優
秀

(

日
本
一)

、
読

書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
岐
阜
県
最
優

秀
・
全
国
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

演
劇
部
は
中
部
日
本
大
会
最
優
秀
で
今

年
八
月
の
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
相
撲
部
は
全
国
高

校
総
体
で
五
位
入
賞
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
は
十
年
ぶ
り
に
県
選
抜
大
会
を
制

し
全
国
選
抜
優
勝
大
会(

ウ
イ
ン
タ
ー

カ
ッ
プ)

に
出
場
し
ま
し
た
。
国
公
立

大
学
合
格
者
は
過
去
最
多
の
二
七
名
を

数
え
、
普
通
科
と
互
角
以
上
の
成
果
を

上
げ
て
い
ま
す
。
大
学
進
学
、
文
化
活

動
、
ス
ポ
ー
ツ
、
専
門
学
習
の
分
野
で

全
国
を
舞
台
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、｢

岐
阜
農
林｣

と
い
う
名

前
だ
け
で
通
用
す
る
も
の
で
も
な
く
、
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指
定
席
が
あ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
状
に
満
足
し
て
努
力
を
怠
る
と
、
他

校
の
後
塵
を
拝
す
る
こ
と
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
慢
心
す
る
こ
と
な
く
、
さ

ら
な
る
高
み
を
目
指
し
て
生
徒
の
力
を

伸
ば
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
岐
阜
県
の
新
規
高
卒
者
の
大

学
・
短
大
進
学
率
は
五
七
％
に
達
し
て

い
ま
す
。
本
校
で
も
進
学
者
が
増
加
し

て
い
ま
す
が
、
高
校
段
階
か
ら
専
門
学

習
に
取
り
組
み
、
さ
ら
に
深
く
学
び
た

い
、
次
の
目
標
に
向
か
っ
て
上
級
学
校

で
学
び
た
い
と
い
う
生
徒
の
希
望
は
当

然
の
方
向
で
す
。
本
校
は
進
学
に
も
就

職
に
も
対
応
で
き
る
学
校
で
あ
り
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
の
進
路
に
し

て
も
、
将
来
の
社
会
的
・
職
業
的
自
立

を
念
頭
に
置
い
て
、
基
礎
学
力
を
習
得

さ
せ
る
と
と
も
に
、
キ
ャ
リ
ア
発
達
を

支
援
し
て
、
将
来
の
社
会
を
担
う
人
材

と
し
て
育
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
校
は
こ
の
た
び
文
科
省
か
ら
ス
ー

パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル(

Ｓ

Ｓ
Ｈ)

の
指
定
を
五
年
間
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
全
国
の
著
名
進
学
校

が
名
を
連
ね
る
中
で
、
岐
阜
県
で
は
二

校
の
内
の
一
つ
、
全
国
の
専
門
高
校
で

は
初
の
指
定
で
す
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
を
通
し
て

科
学
的
素
養
と
問
題
解
決
能
力
等
を
一

層
伸
ば
し
、
志
を
高
く
も
ち
目
標
に
向

か
っ
て
挑
戦
し
続
け
る
岐
農
生
を
育
て

た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
退
職
者
〉

淺
野

繁
幸(

教
頭)

篠
田

滋(

農
業)

加
藤

英
彦(

農
業)

〈
転
出
者
〉

丹
羽

俊
文(

教
頭)

飛�
高
山
高
校
副
校
長

森

利
文(

数
学)

岐
阜
北
高
校

神
田

輝
郎(
理
科)

加
納
高
校

大
藪

晃
一(

農
業)

阿
木
高
校

平
岩

佐
織(

農
業)

加
茂
農
林
高
校

奥
村

雅
也(

農
業)

郡
上
高
校

吉
田
健
太
郎(

事
務
部
長)

岐
阜
高
校
事
務
部
長

堀
部

仁
貴(

英
語)

岐
阜
工
業
高
校

松
井
沙
季
子(

農
業)

中
村

緑(

事
務)

松
浦

恭
久(

炊
事
員)

松
浦

秋
子(

炊
事
員)

〈
転
入
者
〉

宮
田

典
佳(

教
頭)

郡
上
高
校
教
頭

田
中

克
久(

教
頭)

県
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

課
長
補
佐

杉
山

博
宣(

数
学)

郡
上
高
校

野
田

浩
二(

理
科)

加
納
高
校

大
石

真
一(

農
業)

大
垣
養
老
高
校

沖
本

暢
敬(

農
業)

飛�
高
山
高
校

岩
見

将
和(

農
業)

新
規
採
用

吉
倉

英
明(

農
業)

新
規
採
用

島
田

信
行(

事
務
部
長)

県
立
衛
生
専
門
学
校

総
務
課
長

北
村

浩
好(

事
務
長
補
佐)

揖
斐
土
木
事
務
所

課
長
補
佐

小
林

類(

数
学)

豊
田

真
理(
農
業)

若
葉

亮(
農
業)

石
井
麻
里
子(

事
務)

小
野
島

誠(

事
務)

久
野

綾
子(

炊
事
員)

久
瀬

智
子(

炊
事
員)

が
ん
ば
ろ
う
日
本
！

頑
張
る
ぞ
岐
農

淺
野

繁
幸

岐
阜
農
林
高
校
は
、
平
成
14
年
か
ら

17
年
と
平
成
21
年
か
ら
23
年
と
都
合
７

年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
歴
史
と

伝
統
が
あ
り
活
力
に
あ
ふ
れ
た
学
校
に

勤
め
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

最
初
の
４
年
間
は
初
め
て
お
世
話
に

な
る
学
校
で
し
た
の
で
大
変
緊
張
し
て

い
ま
し
た
。
専
門
科
の
先
生
方
は
農
業

教
育
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
で
す
の
で
若

い
先
生
方
を
除
き
面
識
の
あ
る
先
生
方

が
多
く
、
緊
張
感
も
次
第
に
緩
み
ま
し

た
。
農
場
長
を
担
当
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
農
業
教
育
研
究
会
の
学
校
見
学

で
何
回
も
農
場
は
見
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
し
た
が
、
実
際
に
農
場
長
と
し
て
農

場
部
の
運
営
方
針
を
持
ち
課
題
を
明
確

に
し
て
実
践
を
重
ね
る
に
は
誠
に
微
力

で
大
変
に
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

一
番
の
思
い
で
は
、
上
水
道
代
の
捻
出

で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
北
方
町
の
下
水
道

が
整
備
さ
れ
、
下
水
に
流
す
水
は
井
戸

水
で
は
だ
め
に
な
り
す
べ
て
上
水
道
に

切
り
替
え
ま
し
た
。
そ
の
た
め
水
道
料

金
負
担
が
一
気
に
発
生
し
経
営
を
圧
迫

し
ま
し
た
。
特
に
酪
農
部
門
は
ミ
ル
カ
ー

の
洗
浄
に
大
量
の
上
水
を
使
用
し
、
経

費
の
負
担
が
大
変
で
し
た
。
牛
の
怪
我

も
結
構
あ
り
廃
牛
も
多
く
収
入
も
十
分

得
ら
れ
ず
上
水
道
代
の
捻
出
に
苦
労
し

ま
し
た
。

平
成
17
年
度
は
農
業
ク
ラ
ブ
の
全
国

大
会
が
岐
阜
県
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
岐

阜
農
林
は
特
に
大
会
式
典
の
担
当
で
、

岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
で
の
大
会

式
典
の
準
備
に
大
変
で
し
た
。
全
国
大

会
な
の
で
協
賛
金
集
め
も
苦
労
し
ま
し

た
。
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
北
方
町
の

商
店
だ
け
で
な
く
岐
阜
地
区
全
体
の
企

業
や
大
学
な
ど
を
訪
問
し
、
必
死
に
協

賛
金
や
広
告
掲
載
の
依
頼
を
、
農
業
の

先
生
方
全
員
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
大

会
式
典
は
、
本
校
生
徒
の
熱
心
な
準
備

と
取
り
組
み
に
よ
り
大
成
功
に
終
わ
り

ま
し
た
。
意
見
発
表
部
門
で
は
最
優
秀

を
獲
得
で
き
、
岐
阜
農
林
こ
こ
に
あ
り

と
示
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
の
３
年
間
は
前
の
４
年
間
の
経
験

が
あ
る
と
は
い
え
、
農
業
の
中
心
校
の

教
頭
が
務
ま
る
か
大
変
不
安
で
し
た
。

大
き
な
変
化
は
、｢

岐
農
三
訓

時
を

守
り
場
を
清
め
礼
を
正
す｣

の
生
徒
へ

の
浸
透
で
し
た
。
遅
刻
は
激
減
し
ま
し

た
。
ま
た
、
服
装
も
大
変
よ
く
な
り
校

内
で
は
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
は
ほ
と
ん
ど
な

く
な
り
ま
し
た
。
挨
拶
も
大
変
良
く
な

り
、
廊
下
で
も
ど
こ
で
も
大
き
な
声
で

挨
拶
す
る
の
が
当
た
り
前
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
と
、
大
学
進
学
者
の
増
加
で

す
。
平
成
23
年
度
に
は
国
公
立
大
学
に

27
名
の
合
格
者
が
出
ま
し
た
。

本
当
に
岐
阜
農
林
生
は
目
標
を
高
く

持
ち
挑
戦
し
続
け
ま
す
。
今
年
度
か
ら

Ｓ
Ｓ
Ｈ
が
始
ま
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
高

所
を
目
指
し
学
校
全
体
で
つ
き
進
ん
で

く
だ
さ
い
。
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岐
農
の
思
い
出

森
林
科
学
科(

昭
和
46
年
林
卒)

加
藤

英
彦

中
学
３
年
の
秋
に
参
加
し
た
岐
阜
農

林
の
一
日
入
学
が
縁
で
昭
和
43
年
林
業

科
へ
入
学
し
３
年
間
の
高
校
生
活
を
送

り
ま
し
た
。
大
学
も
農
学
部
林
学
科
で

学
び
、
幸
運
に
も
岐
阜
県
の
農
業
教
員

と
な
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
勤
務
高

校
の
学
科
も
林
業
科
、
森
林
科
学
科
と

こ
れ
ま
た｢

林
業｣

一
筋
で
送
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。｢

平
成
12
年
の
創
立

１
０
０
周
年｣

に
は
母
校
で
教
員
生
活

と
願
っ
て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

現
実
と
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、

平
成
18
年
か
ら
平
成
23
年
ま
で
の
６
年

間
母
校
の
森
林
科
学
科
教
員
と
し
て
送

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
頃
は
１

０
０
周
年
事
業
を
終
え
、
農
業
ク
ラ
ブ

全
国
大
会
の
事
務
局
も
終
え
て｢

ほ
っ

と
一
息｣

の
頃
で
し
た
が
、
平
成
21
年

に
急
遽｢

１
１
０
周
年｣

の
話
が
持
ち

上
が
り｢

記
念
誌
編
集｣

と｢

１
１
０

周
年
事
業｣

の
担
当
と
な
り
ま
し
た
。

実
際
に
記
念
誌
の
原
稿
を
依
頼
す
る
時
、

ま
た
記
念
事
業
の
計
画
・
実
施
を
す
る

時
に
相
手
の
方
と
い
ろ
い
ろ
話
を
す
る

中
で｢

○
○
年
の
×
×
科
卒
業｣

と
分

か
る
と
、
こ
れ
ま
で
と
は
一
転
し
妙
に

お
互
い
に｢

親
近
感｣

が
持
て
ス
ム
ー

ズ
に
事
が
運
ん
だ
も
の
で
し
た
。
ま
た
、

無
理
を
承
知
で
お
願
い
し
た
時
も｢

同

窓
生
だ
か
ら
し
か
た
が
な
い
な
！｣

と

聞
き
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

が｢

１
１
０
年
の
伝
統｣

と
こ
の
時
つ

く
づ
く
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

機
関
紙｢

瑞
穂｣

の
編
集
担
当
も
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
年
３
回
の
発
刊

の
た
め
の
原
稿
収
集
は
か
な
り
大
変
で

し
た
が
、
こ
の
機
関
紙
を
毎
回
同
窓
生

が
楽
し
み
に
し
て
い
て
、
同
窓
生
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
貴
重

な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
時

は
、
い
つ
も
同
窓
生
の
顔
を
思
い
浮
か

べ
編
集
業
務
が
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
岐
阜
農
林
が
発

展
さ
れ
ん
こ
と
を
祈
念
し
お
礼
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

(

在
学
時
代
木
材
加
工
室
の
よ
こ
に
あ
っ

た
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
。
当
時
は
樹
高
が
４

〜
５
ｍ
で
あ
っ
た
。)

１.

平
成
24
年
度
揖
斐
川
支
部

通
常
総
会
開
催

平
成
24
年
２
月
４
日(
土)

17
時

30
分
よ
り
、
揖
斐
川
町
谷
汲
山
門
前
、

立
花
屋
旅
館
に
於
い
て
、
会
員
90
名
の

内
35
名
の
出
席
の
下
、
開
催
さ
れ
ま
し

た
。総

会
は
、
久
保
田
支
部
長
の
開
会
挨

拶
に
続
き
支
部
長
の
議
長
で
議
事
が
進

行
さ
れ
ま
し
た
。

�
平
成
23
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

(

監
査
報
告)

に
つ
い
て

�
平
成
24
年
度
事
業
計
画(

案)

・
収

支
予
算(

案)

に
つ
い
て

い
ず
れ
も
出
席
者
全
員
の
賛
同
に

よ
り
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

�
役
員
改
選
に
つ
い
て

久
保
田
岩
男
支
部
長(

土
27)

か

ら
交
代
要
請
が
あ
り
、
新
支
部
長
に

河
村
住
夫
副
支
部
長(

農
29)

を
選

出
し
ま
し
た
。

発
足
時
か
ら
お
世
話
に
な
っ
た
久

保
田
岩
男
支
部
長
に
は
、
顧
問
と
し

て
力
添
え
を
頂
く
事
と
致
し
ま
し
た
。

総
会
は
、
40
分
ほ
ど
で
終
了
し
、
懇

親
会
会
場
へ
移
動
し
ま
し
た
。

(

記
事

岩
間
庄
三

化
39)

２.

平
成
23
年
度
同
好
会
報
告

(

そ
の
２)

★
野
菜

新
会
員
２
名
が
増
え
20
名
の
会
員
で
、

Ｊ
Ａ
い
び
川
和
田
講
師
の
下
、
４
回
開

催
出
来
ま
し
た
。

会
員
相
互
の
親
密
度
も
年
毎
に
増
し
、

野
菜
作
り
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
の

会
員
個
々
の
悩
み
、
疑
問
点
等
が
活
発

に
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

今
後
は
野
菜
作
り
だ
け
に
こ
だ
わ
る
こ

と
な
く
、
同
好
会
の
範
囲
を
少
し
広
げ

た
お
喋
り
会
も
考
え
た
い
。

(

第
11
回
目)

２
月
26
日

春
夏
作
の

準
備(

土
作
り
・
種
子
の
選
定)

に
つ

い
て
勉
強
会

(
第
12
回
目)

５
月
28
日

青
空
教
室

(

生
育
現
場
の
視
察
と
病
害
虫
防
除
対

策
に
つ
い
て
講
師
よ
り
直
接
指
導
を
受

け
た
。)

(

第
13
回
目)

８
月
27
日

秋
冬
作
に

向
け
て
種
苗
の
選
び
方
と
肥
培
管
理
に

つ
い
て

(

第
14
回
目)

11
月
26
日

夏
秋
作
の

総
括
と
共
に
、
連
作
障
害
を
極
力
回
避

す
る
た
め
の
方
策(

施
肥
・
防
除
・
土

壌
消
毒)

に
つ
い
て
講
義
を
受
け
た
。

併
せ
て
、
会
員
の
圃
場
で
青
空
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
た
。

(

記
事

杉
山
喜
久
男

農
36)

★
ゴ
ル
フ

会
員
21
名
で
、
年
３
回
コ
ン
ペ
開
催

回
数

実
施
日

天
候

会
場

参
加
人
数

優
勝
者

第
８
回

４
月
30
日

曇
一
時
雨

大
垣
Ｃ
Ｃ

11
名

杉
山
喜
久
男

第
９
回

７
月
29
日

曇
り

本
巣
Ｃ
Ｃ

10
名

堀
尾
茂
之

第
10
回

10
月
３
日

晴
れ

美
山
Ｃ
Ｃ

13
名

堀
尾
茂
之

(

記
事

香
田
光
義

農
36)

★
旅
行(

年
１
回
開
催)

◎
23
年
度
は
、
３
月
２
日
〜
３
日

(

１
泊
２
日
近
鉄
バ
ス
会
員
募
集)

〜
あ
っ
た
か
伊
豆
半
島
を
大
満
喫
〜

稲
取
温
泉
宿
泊
の
旅
は
９
名
の
参
加
で

し
た
。

早
春
の
伊
豆
半
島

河
津
桜
の
満
開

を
堪
能
し
、
稲
取
温
泉
で
は
ゆ
っ
た
り

と
し
た
夕
食
を
、
翌
日
は
下
田
経
由
、

バ
ス
は
伊
豆
半
島
西
海
岸
を
走
り
ま
し

た
。

(

記
事

高
田
善
信

農
34)

(３) 第２３５号 平成24年５月20日発行瑞 穂

揖
斐
川
支
部
活
動
報
告

(

そ
の
11)



平
成
24
年
１
月
か
ら

◎
相
撲
部

【
全
国
高
校
相
撲
新
人
選
手
権
大
会
】

団
体
の
部

予
選
１
勝
で
通
過

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
一
回
戦

０
ー
３

海
洋

ベ
ス
ト
32

個
人
の
部

３
Ｎ
岡
田

３
Ｎ�
原

３
Ｎ
野
田

２
Ｎ
長
尾

予
選
敗
退

◎
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

【
地
区
新
人
大
会
】

四
回
戦

本
校
122－

37
岐
阜

準
決
勝

本
校
96－

68
長
良

決

勝

本
校
55－

48
岐
阜
総
合
学
園

第
１
位

【
県
新
人
大
会
】

一
回
戦

本
校
118－

60
大
垣
商

二
回
戦

本
校
113－

74
恵
那

三
回
戦

本
校
70－

59
長
良

決
勝
リ
ー
グ

本
校
75－

59
富
田

本
校
51－

48
岐
阜
総
合
学
園

本
校
64－

104
美
濃
加
茂

第
２
位

【
東
海
新
人
大
会
】

一
回
戦

本
校
85－

60
津
田
学
園

準
々
決
勝

本
校
62－

90
桜
丘

ベ
ス
ト
８

◎
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

【
地
区
新
人
大
会
】

四
回
戦

本
校
36－

80
県
岐
阜
商

順
位
決
定
戦

本
校
84－

34
岐
阜
城
北

５
位
決
定
戦

本
校
89－

42
岐
阜

第
５
位

【
県
新
人
大
会
】

一
回
戦

本
校
81－
38
斐
太

二
回
戦

本
校
66－
55
東
濃
実

三
回
戦

本
校
56－

78
岐
阜
総
合
学
園

ベ
ス
ト
８

◎
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

【
岐
阜
市
民
大
会
】

個
人

松
原
・
高
橋
組

３
位

大
溝
・
村
瀬
組

３
位

◎
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

【
東
海
高
校
選
抜
大
会
】

個
人

一
回
戦

福
田
・
村
野
組

１－

４

岡
崎
城
西

【
岐
阜
市
民
大
会
】

個
人

福
田
・
村
野
組

ベ
ス
ト
８

柳
島
・
田
中
組

ベ
ス
ト
８

神
原
・
江
崎
組

ベ
ス
ト
16

【
県
春
季
優
勝
大
会
】

福
田
・
村
野
組

ベ
ス
ト
32

柳
島
・
田
中
組

ベ
ス
ト
32

神
原
・
江
崎
組

ベ
ス
ト
32

◎
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

【
地
区
新
人
大
会
】

代
表
決
定
戦

本
校
２－

０
各
務
原
西

【
県
新
人
大
会
】

一
回
戦

本
校
１－

２
高
山
西

ベ
ス
ト
32

◎
剣
道
部

【
全
国
高
校
選
抜
大
会
県
予
選
】

男
子
団
体

一
回
戦

本
校
５－

０
大
垣
西

二
回
戦

本
校
５－

０
加
茂
農
林

三
回
戦

本
校
１－

２
美
濃
加
茂

ベ
ス
ト
16

女
子
団
体

一
回
戦

本
校
２－

３
美
濃
加
茂

◎
陸
上
部

【
大
野
橋
駅
伝
競
走
大
会
】

男
子

第
１
位

◎
演
劇
部

【
地
区
春
季
合
同
公
演
】

優
秀
賞｢

超
能
力
学
園
Ｎ｣

作

２
Ａ

矢
島
由
梨
奈

【
第
64
回
中
部
日
本
高
等
学
校

演
劇
大
会
】

最
優
秀
・
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞

(

３
回
目)

中
部
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
、

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
・
全
国
高

等
学
校
演
劇
大
会
に
出
場
決
定

〈
８
月
11
日(

土)

富
山
県
民
会
館
〉

◎
園
芸
研
究
部

【
花
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
コ
ン
テ
ス
ト
】

岐
阜
県
知
事
賞(

１
位)

３
Ｈ

稲
見
友
咲

岐
阜
県
教
育
委
員
会
賞(

３
位)

３
Ｈ

南

恵
子

＊
―
＊
―
＊
―
＊
―
＊
―
＊
―
＊

◆
青
少
年
読
書
感
想
文

岐
阜
県
コ
ン
ク
ー
ル

高
校
の
部

最
優
秀
賞

受
賞

◆
第
57
回

青
少
年
読
書
感
想
文

全
国
コ
ン
ク
ー
ル

サ
ン
ト
リ
ー
奨
励
賞

受
賞

｢

農
業
か
ら
生
ま
れ
る
笑
顔
と
共
に｣

平
成
24
年

園
芸
科
学
科
卒
業

山
田

恵
美
加

＊
―
＊
―
＊
―
＊
―
＊
―
＊
―
＊

平
成
24
年

岐
阜
県
総
合
体
育
大
会

５
月
12
日(

土)

開
幕

結
果
は
次
号
で
報
告
し
ま
す
。

お
楽
し
み
に
！！

◆
訃
報

牧
田

忠
男

昭
和
18
年
農
土
卒

平
成
24
年
１
月
19
日

ご
逝
去

曽
我
部

晋

昭
和
37
年
定
農
卒

(

旧
職
員)

平
成
24
年
２
月
４
月

ご
逝
去

(４) 第２３５号 平成24年５月20日発行瑞 穂

会

員

の

動

向

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

男
・
女
共
県
上
位
で
活
躍
！！

男
子
２
年
ぶ
り
の

地
区
新
人
大
会
優
勝

総
会
の
案
内

日

時

10
月
21
日(

日)

13
時
30
分
〜

場

所

グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山

多
く
の
同
窓
生
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。



農
業
高
校
に
入
っ
て
よ
か
っ
た

平
成
24
年
生
物
工
学
科
卒
業

加
藤

早
織

私
は
小
さ
い
頃
か
ら
研
究
者
に
な
る

こ
と
が
夢
で
し
た
。
し
か
し
、
中
学
校

で
大
き
な
挫
折
を
し
、｢

も
う
将
来
な

ん
て
ど
う
で
も
よ
い｣

と
夢
を
捨
て
か

け
ま
し
た
。
私
の
通
う
岐
阜
農
林
高
校

は
、
大
好
き
な
実
験
実
習
が
多
い
と
い

う
理
由
で
入
学
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後

国
公
立
大
学
へ
進
学
で
き
る
と
聞
き
、

驚
き
ま
し
た
。

自
分
の
夢
は
ま
だ
か
な
う
か
も
し
れ

な
い
。
そ
う
思
っ
て
３
年
間
、
勉
強
は

も
ち
ろ
ん
、
色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て

き
ま
し
た
。
特
に
２
年
生
の
時
の
農
業

ク
ラ
ブ
意
見
発
表
会
は
自
分
の
中
で
大

き
な
節
目
で
し
た
。

人
前
で
話
す
の
は
大
の
苦
手
で
、
自

分
に
は
絶
対
無
理
だ
と
思
っ
た
け
れ
ど
、

自
分
を
変
え
た
く
て
挑
戦
し
、
自
信
が

つ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
課
題
研
究
を
通

し
て
、
自
分
の
研
究
し
た
い
分
野
を
具

体
的
に
固
め
る
こ
と
も
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

学
ん
だ
こ
と
を
更
に
大
学
で
深
め
、

将
来
は
途
上
国
の
農
業
に
貢
献
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
色
々
な
人
に
支
え

て
も
ら
っ
た
よ
う
に
、
私
も
人
の
役
に

立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

｢

自
ら
考
え
動
く｣

演
劇
で
学
ぶ

平
成
24
年
生
物
工
学
科
卒
業

村
瀬

璃
奈

私
は
高
校
三
年
間
、
演
劇
部
に
所
属

し
て
い
ま
し
た
。
部
活
動
を
通
し
て
、

私
は｢

自
分
で
考
え
て
動
く｣

大
切
さ

を
学
び
、
そ
れ
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

演
劇
に
は
役
者
や
大
道
具
、
音
響
、

照
明
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
パ
ー
ト
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
で
動
く
こ
と
も
多
く
あ
り
ま

す
。そ

の
中
で
私
が
苦
労
し
た
の
は
役
者

で
す
。
最
初
は
舞
台
で
ど
う
動
け
ば
よ

い
の
か
分
か
ら
ず
、
演
出
の
先
輩
に
頼
っ

て
ば
か
り
で
し
た
。
役
者
が
動
か
な
け

れ
ば
、
舞
台
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
役

者
が
自
ら
動
く
こ
と
で
初
め
て
、
演
出

の
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。
何

度
か
舞
台
に
立
つ
う
ち
に
、
自
分
で
考

え
て
動
く
こ
と
は
楽
し
い
と
思
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
自
分
の
引
き
出
し
を
た
く

さ
ん
つ
く
る
こ
と
を
心
が
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
授
業
を
受
け
る
、
景
色

を
見
る
、
音
楽
を
聴
く
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
吸
収
し
、
そ
れ
ら
を
生
か

そ
う
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

演
劇
を
続
け
る
か
ど
う
か
は
分
か
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
自
分
の
や
っ
て
き

た
こ
と
を
一
ミ
リ
も
無
駄
に
し
た
く
あ

り
ま
せ
ん
。
大
学
生
活
を
精
い
っ
ぱ
い

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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平成23年度 卒業生学科別進路状況

進路先／学科
流通科学園芸科学動物科学森林科学環境科学食品科学生物工学 合計

総計
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

就職

農 業 ・ 農 協 1 2 1 2 1 1 6 7

食 品 1 1 3 1 1 1 6 2 1 5 12 17

農 業 機 械 ・ 資 材 1 1 2 0 2

木 材 製 品 4 1 4 1 5

建 設 ・ 測 量 2 2 4 0 4

化 学 ・ 薬 品 0 0 0

日 用 品 0 0 0

公 務 ・ 公 団 1 1 2 1 4 1 5

食 品 流 通 1 1 1 1 2

医 療 ・ 看 護 ・ 福 祉 5 2 0 7 7

そ の 他 3 12 3 1 7 1 7 1 1 17 19 36

就 職 予 定 1 0 1 1

計 6 16 0 13 2 7 15 1 11 2 1 8 3 1 38 48 86

進学

国 公 立 四 大 2 1 3 5 2 6 6 16 9 25

私 立 四 大 5 1 2 3 2 4 9 9 2 4 14 1 43 13 56

国 公 立 短 大 1 0 1 1

私 立 短 大 2 11 3 1 2 1 1 14 3 4 34 38

農 業 関 係 学 校 1 2 1 2 5 1 1 9 4 13

職 業 訓 練 校 1 2 1 4 0 4

専 修 ・ 専 門 学 校 3 5 3 3 3 14 3 1 4 5 1 3 17 31 48

そ の 他 ・留学・研修 0 0 0

進 学 予 定 0 0 0

計 9 8 6 19 8 22 20 0 21 5 7 24 22 14 93 92 185

卒 業 生
15 24 6 32 10 29 35 1 32 7 8 32 25 15 131 140 271

39 38 39 36 39 40 40 271 271



ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
、
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス

私
た
ち
の
生
活
圏
で
見
る
こ
と
の
出

来
る
カ
ラ
ス
に
は
、
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

と
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
の
二
種
類
が
あ
り

ま
す
。
ハ
シ
と
は
嘴
の
こ
と
で
、
体
が

少
し
大
き
く
嘴
が
太
目
で
額
が
出
て
い

る
の
が
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
、
少
し
細
め

の
体
に
嘴
が
細
く
額
が
出
て
い
な
い
の

が
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
で
す
。
鳴
き
声
も

カ
ア
ー
、
カ
ア
ー
と
濁
ら
な
い
の
が
ハ

シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
で
、
ガ
ア
ー
、
ガ
ア
ー

と
濁
る
の
が
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
で
二
種

は
微
妙
に
違
っ
て
い
ま
す
。
ハ
シ
ブ
ト

ガ
ラ
ス
は
英
名
でJungleC

row

と
呼

ば
れ
森
林
生
の
カ
ラ
ス
と
言
わ
れ
、
高

木
の
上
か
ら
獲
物
を
探
す
行
動
が
特
徴

で
す
。
そ
の
た
め
平
野
部
の
農
村
で
は

少
な
い
の
で
す
が
、
環
境
と
し
て
は
正

反
対
で
あ
る
、
東
京
都
に
生
息
す
る
カ

ラ
ス
は
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
が
ハ
シ
ブ

ト
ガ
ラ
ス
で
、
都
会
の
ゴ
ミ
や
エ
サ
を

樹
上
な
ら
ぬ
ビ
ル
の
上
か
ら
狙
っ
て
生

活
し
て
い
ま
す
。
本
校
で
も
一
昨
年
、

昨
年
と
樹
高
が
高
い
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
の

樹
に
巣
を
架
け
て
繁
殖
し
ま
し
た
。
平

野
部
で
は
高
い
樹
も
そ
れ
程
多
く
な
く

本
校
を
選
ん
だ
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ヒ
メ
コ
マ
ツ

別
名

ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ

マ
ツ
科

マ
ツ
属

前
庭
に
二
宮
金
治
郎(

尊
徳)

の
石

像
が
あ
る
。
こ
の
像
が
現
在
も
残
る
学

校
は
少
な
く
な
っ
た
。
樹
木
同
様
歴
史

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

岐
阜
農
林
高
校
に
高
齢
者
大
学
が
開

校
さ
れ
昭
和
四
七
年
、
第
一
回
の
卒
業

生
が
こ
の
金
治
郎
の
像
の
前
に
卒
業
記

念
植
樹
を
さ
れ
た
。
当
時
四
種
類(

ネ

ズ
コ
・
ヒ
バ
・
ヒ
メ
コ
マ
ツ
・
ツ
ゲ)

の
樹
木
が
植
栽
さ
れ
た
が
、
現
在
は
こ

の
ヒ
メ
コ
マ
ツ
と
ツ
ゲ
だ
け
が
生
存
し

て
い
る
。

高
齢
者
大
学
は
、
後
に
開
放
講
座
と

名
前
を
変
え
た
が
、
現
在
は
閉
講
さ
れ

て
い
る
。

ヒ
メ
コ
マ
ツ
は
生
育
条
件
が
悪
く
ま

だ
樹
高
は
四
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
し
か
な

い
。
葉
は
同
じ
所
か
ら
５
枚
出
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
、
ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ
と
も
呼
ば

れ
て
い
る
。

用
途
は
庭
木
、
盆
栽
、
建
築
材
、
材

は
狂
い
が
少
な
く
昔
は
木
型
に
も
多
く

使
用
さ
れ
て
い
た
。

新
年
度
を
迎
え
新
緑
が
ま
ぶ

し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
は
３
年
に
一
度
の
岐

農
祭
・
清
流
国
体
・
Ｓ
Ｓ
Ｈ

(

ス
ー
パ
ー･

サ
イ
エ
ン
ス･

ハ

イ
ス
ク
ー
ル)

事
業
・
農
業
ク

ラ
ブ
年
次
大
会
の
会
場
校
な
ど

大
き
な
行
事
が
目
白
押
し
で
す
。

行
事
に
振
り
回
さ
れ
る
の
で
は

な
く
、
い
ろ
ん
な
行
事
を
通
し

て
生
徒
を
成
長
さ
せ
て
い
く
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
と
、
と
ら
え
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

(６) 第２３５号 瑞 穂 平成24年５月20日発行
��������������������������

紹

介


